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2009 年度か ら 201 0 年度にかけて、 NICU . Gω 入院児の咽頭培養から、 カ ンジダが多 く 検出 されて

いた。 授乳時に使用 している乳首が感染源である と考え、 201 0 年度から乳首の取 り 扱い方法の見直

し を実施 してきた。 決定事項はその都度、 スタ ッ フに周知 し、 統ー した取 り 扱い方法を確立 してき

た。 それによ り 、 スタ ッ フの感染に対する意識づけを行え、 力 ンジダの検出率の低下につなげる こ

とができた。

キーワー ド : 力 ンジダ、 乳首、 咽頭措養

I . は じめに

2009 年度か ら 2010 年度にかけて NICU (新生児集治療室) ・GCU (新生児治療回復室) 入院児の咽頭

培養か ら 力 ンジダが多 く 検出 されていた。 感染対策と して、 児と接する際には手袋 ・ エプロ ンを

装着 し、 手指衛生は十分行っていた。 そのため、 力 ンジダの保菌状態が増えるのは、 授乳時に共

有 して使用 している乳首が感染源と考え られ、NICU .GCU での乳首の取 り 扱い方法の見直 しを 2009

年 1 月 か ら実施してきた。

当科では母乳育児を推進 してお り 、不足分は輔乳瓶を使用 し ミ ルク や糖水の補充を行っている。

2008 年度か ら 2009 年度にかけては、 入院児も付属児も乳首は一緒に取 り 扱っていた。 消毒液は

ミ ル ト ンを使用 し、 消毒の使用頻度が多いため、 1 日 2 回、 消毒液を交換 していた。 カ ンジダな

どの感染が多 く な ったため、 2010 年 3 月 から入院児と付属児の乳首を分けたカ対呆菌状態の改善に

はつながらなかった。 201 0 年 1 月 にカ ンジダの保菌者が 1 6 件と増加 したため、 乳首の消毒の個

別化を始めた。 しか し、 3 月 の保菌者は 1 1 件と減少は しなかった。

今回、 乳首の取 り 扱い方法を見直 し、 スタ ッ フの感染に対する意識づけを行った結果、 統ー し

た取 り 扱いが瀧泣でき、 力 ンジダの検出率の減少につながる こ と ができたため報告する。

ll . 研究目 的

1 . 乳首の取 り 扱い方法をスタ ッ フ全員で統一する こ と ができる
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2 入院児の保菌率が低下する

E 研究方法

1 .  2010 年 4 月 か ら乳首の取 り 扱い方法の見直 し ・ 変更、 改善を行い、 統一化する

2. 毎週月 曜日 に実施 している咽頭培養結果で、 保菌児の確認を行 う

3. 2010 年度の NICU • GCU における力 ンジダ保菌率を過去のデータ と比較し、 効果を明確にする

N 用語の定義

入院児 : 何らかの治療を必要と し、 N ICU • GCU に入院 している児

付属児 : 出生後、 正常に結晶 し、 母児同室 している児

V. 倫理的配慮

研究にあた り 、 記述内容で対象者が特定できないよ う に した

羽. 対象者

NICU • GCU に入院中の児

vn. 実施と結果

2∞8 年度か ら 2∞9 年度にかけては、 入院児も付属児も乳首は共有で使用 していた。 消毒液に

は ミ ル ト ンを使用 し、 1 日 2 回、 容器を洗浄 ・ 乾燥 した後で消毒液を作成し、 消毒を行っていた。

1 つの容器で消毒 した乳首を、 も う 1 つの容器へ う つ し、 使用 していた (写真 1 ) 。 力 ンジダの保菌

状態が増えるのは、 授乳時に共有 して使用 している乳首が感染源と考え られた。

写真 1

ロ

1 . 乳首の取 り 扱い方法についての見直 し

1 ) 乳首の洗浄方法について見直す

(1) 乳首洗浄用 ブラ シの変更
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以前は、 乳首の洗浄を行 う のに、 試験管洗浄用のブラ シに似たものを使用 していた。 乳首にあ

ったブ、ラ シを使用 して いなかっ た こ と で、 汚れが十分に取 り 除けていなかっ たのではないかと考

え られた。 そのため、 乳首の汚れが十分落ち る様に乳首専用の ブラ シに変更 した (写真 2) 。 ブラ

シは乳首の形に合 う よ う になってお り 、 先端まで、 泡立てたスホ。ンジで、洗浄する こ と が可能であ

った。 乳首の洗浄方法を徹底 し、 スタ ッ フへ伝達 した。

写真 2

(2) 洗浄用 ブラ シの交換時期の設定

乳首洗浄用 ブラ シの交換時期 を設定 していなかったため、 ブラ シの劣化が目立ち、 効果的な洗

浄が期待できないこ とが考え られた。 乳首洗浄用の ブラ シを長期間使用する こ と で、 ブラ シの劣

化が目立ち、 先が折れ、 スポンジの部分がやや変色 している こ とがあっ た (写真 3) 。 そのため、

乳首洗浄用 ブラ シ と 、 日商事L持E先浄用 ブラ シの具体的な交換時期を設定 した。 乳首洗浄用は、 1 週

間に 1 回、 晴乳井E先浄用は 1 ヶ 月 に 1 回の交換と した。

写真 3
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2) ミ ル ト ン液の効果的な消毒方法について見直す

(1) 以前は、 入院児と 付属児の乳首を共有の消毒容器で消毒 し、 使用 していた。 まずは、 消毒容器

を 4 つ準備 し、 入院児と 付属児の乳首を別々 に分けて消毒する方法に変更 した (写真 4) 。 しか

し、 力 ンジダの保菌状態の改善にはつながら なかった。 そのため、 入院児の使用する乳首は、

個別で消毒 (消毒容器 . 紙コ ッ プ) する方法に変更 した (写真 5) 。

写真 4

写真 5

しか し、 問題点が 2 つ発生 した。 1 つ 目 は、 コ ッ プに乳首が 2 つ入ってお り 、 1 つが浮いて

しまっている こ と があった (写真 6) 0 2 つ 目 は、 乳首の先端まで、消毒液が浸か っておらず、 乳

首が浮いて しまっている状態があった。 それによ り 、 効果的な消毒が期待できない こ と が考え

られた。
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写真 6

1 )  2) の見直 しを踏まえて、 以下の通 り に乳首の取 り 扱い方法を統ー した。

入院児の乳首の取 り 扱い方法の統一事項

- 授乳用の乳首は児が入院 したら、 個人用に準備する

GCU 入院児 : 付属児の使用 して いる乳首か ら 、 個人用に出す

NICU 入院児 : 新品の乳首を個人用に出す (入院児の晴乳力に応 じて乳首を選択する)

. ミ ル ト ン液

交換時は、 ミ ル ト ン容器を洗剤で洗い、 乾燥後、 新 しい ミ ル ト ン液を作成する。 その後、 消毒

液を個人用にわける

ミ ル ト ン液は、 日勤帯で 1 回/日交換する。 付属児は使用頻度が高いため、 2 回/日交換する0

・ 洗浄用の ブラ シ、 スポンジ

哨乳瓶洗い用の ブラ シ : 1 か月 に 1 回交換 (毎月 1 回交換 し、 交換日 を記載する)

乳首洗い用のスポンジ : 火 ・ 金曜日 に交換 (交換日 を記載する)

- 洗浄 ・ 消毒方法

洗剤を使用 し、 スポンジで乳首の先立精H分の汚れが落ち る よ う に し っか り 洗浄する

保菌児の乳首は、 洗剤 と ソ フキュアガーゼ、を使用 し、 洗浄する

乳首を軽 く 乾か し、 ミ ル ト ン液に浸ける

乳首の先立精H分にまで ミ lレ ト ン液を入れ、 浮かないよ う にする

ミ ル ト ン液につけた ら、 1 時間後には使用可能

- 乳首の取 り 出 し方

乳首を使用する際は、 鮒子または、 きれいな手袋を装着 し 、 ミ ル ト ン液から取 り 出す
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- 注意事項

保菌児の乳首は、 児が退院 した ら破棄する

保菌 していない児の乳首は、 付属児用の乳首と して使用する

. その他

個人用のコ ッ プのふたは、 2 回/週交換する

消毒用のコ ッ プは毎日 交換する

以上の こ と を 4 月 のチーム会で伝達 し意見を確認 しながら開始 していった。 チーム会で、 乳首が

正 し く 消毒されている状態の説明を行

った。 対策については、 毎月 のチーム 写真 7

会で確認 していった。 以後、 保菌者の

使用 した乳首を どう するかな ど、 修正

を加え、変更事項はその都度周知 した。

統一事項がスタ ッ フ内で統ーできる

よ う に、 乳首の洗浄を行 う 流 しの目の

つ く 位置に、 上記の統一事項を掲示 し

た。 文章のみではわか り に く いこ と も

あるため、 乳首の正 し い洗浄方法と消

毒方法の写真を掲示 した (写真 7、 写真

8、 写真 9) 。

写真 8
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2. 毎週月 曜日 に NICU . GCU 入院児に行っている咽頭培養結果で、 保菌状況を把握 した。 保菌状況を

休憩室に表示 しスタ ッ フへ伝達 し、 注意喚起と意識付けを継続 して実施 した (写真 10) 。

写真 10

3 .  2008 年度......201 0 年度の NICU . GCU における力 ンジダ保菌率の過去のデータ (図 1 ) 。

図 1
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カ ンジダの新規検出者数の結果

2008 年 6 月 か ら 1 2 月 にかけて O 人であった力 ンジダの幸成見検出者数は、 2009 年以降増加 してお

り 、 2010 年の 1 月 には 1 6 名であった。 そのため、 乳首の取 り 扱い方法の見直 しを実施 した。 その

結果、 201 0 年 5 月 以降は、 力 ンジダの発生はあるが、 1 .....3 名 と大き く 減少 した。

集計条件 : 1 患者 1 回のみカ ウ ン ト (ただ し、 年が変わった場合は幸舷見患者と して集計)

四 考察

チーム会を通 して、 スタ ッ フか ら意見を も ら いながら、 乳首の取 り 扱い方法の修正を行っていく

こ と で、 統ー した乳首の取 り 扱い方法の確立ができた。 乳首の取 り 扱い方法について一つ一つ丁寧

に揺思 した結果、 児の力 ンジダ保菌数が大き く 減少 した。 久保田が 「医療スタ ッ フの感染防止に対

する意識の向上J 1 ) が感染対策において重要であると述べている よ う に、 話 し合いを行いなが ら改

善策を考える こ と で、 スうZ ツ フの感染に対する意識の向上を図る こ と ができたと考える。 それによ

り 、 NICU • GCU における保菌児の減少へつなげる こ とができた と考える。

乳首の取 り 扱い方法を文章化 し、 写真と 合わせてスタ ッ フの 自 につ く と こ ろに掲示 した こ と で、

スタ ッ フ全員が統ー した管理を行う こ と ができた。 それによ り 、 感染を拡大する要因をスタ ッ フが

把握 し、 個人個人が感染予防に心がける こ と ができたと考え られる。

久保田が、 「感染を拡大させないための環境の見直 しJ 2) が感染対策において重要であると述べ

ている よ う に、 乳首を個人用に消毒する こ と で、 患者ごと に個別化 した物品整理がで きた。 それに

よ り 感染のアウ ト ブ レイ ク を防ぐこ とができたと考え られる。

咽頭培養結果を提示 した こ と は、 スタ ッ フが保菌者を一 目 で把握でき、 感染に対 して注意する強

い意識付けになった。 それによ り 、 今回見直 した乳首の取 り 扱い方法の組縮lこつながっている と考

え られる。

2010 年 1 月 に 1 6 件の幸舷見検出者数が、 5 月 以降 0，.，，3 件と減少 している。 力 ンジダの発生はある

が拡大は防げている状態であ り 、 乳首の取 り 扱い方法の統一は感染拡大の予防に有効であったと考

える。

区備吉

乳首の取 り 扱い方法を統一化 し、 スタ ッ フの感染に対する意識を向上する こ と で、 カ ンジダの

保菌状態は大き く 減少 した。 今回統ー した取 り扱い方法を継続させるにはスタ ッ フの感染対策に

対する意識づけが大切であるので、 引 き続き感染予防に対 して呼びかけを行っていきたい。また、
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感染対策の勉強会を開催するなど、 スタ ッ フが感染対策を意識 したケアができるよ う に していき

Tこい。
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